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●
手
当
月
額　

３
歳
未
満�

一
律

月
額
１
万
円
、
３
歳
以
上�

第
１

子
・
第
２
子
／
月
額
５
千
円
、
第

３
子
以
降
／
月
額
１
万
円

●
支
給
方
法　

申
請
の
翌
月
分
か

ら
対
象
と
な
り
、
支

払
い
は
年
３
回（
２

月
・
６
月
・　

月
）

１０

ま
と
め
て
指
定
の
口

座
へ
振
り
込
み

●
申
請
に
必
要
な
も

の①
認
め
印

②
養
育
者
名
義
の
振

込
口
座
の
分
か
る
も

の（
郵
便
局
を
除
く
）

③
平
成　

年
度
児
童

１９

手
当
用
所
得
証
明
書

（
平
成　

年
１
月
２

１９

日
以
降
に
転
入
し
た

人
の
み
）

④
健
康
保
険
証

■
該
当
す
る
か
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う

●所得制限額表（平成１８年分）
主たる生計者の所得と現在の加入年金の状況で判断してください。

【特例給付】
厚生年金・共済年金加入の人

【児童手当】
国民年金・厚生年金・共済年
金加入の人、年金未加入の人

扶養親族
数※

４，６８０，０００円（以上）～
５，４００，０００円（未満）　

４，６８０，０００円（未満）０人

５，０６０，０００円（以上）～
５，７８０，０００円（未満）　

５，０６０，０００円（未満）１人

５，４４０，０００円（以上）～
６，１６０，０００円（未満）　

５，４４０，０００円（未満）２人

１人増すごとに３８万円加算１人増すごとに３８万円加算３人以上

※扶養親族数は、控除対象配偶者を含みます。社会保険料控除８万円
は加算済みです。

●
給
与
所
得
の
み
の
人　

源
泉
徴

収
票
の
「
給
与
所
得
控
除
後
の
金

額
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を
し
た
人　

確
定
申

告
書（
控
）の
次
の
金
額
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
Ａ
で

申
告�

所
得
金
額
合
計
欄
「
合
計

⑤
」、確
定
申
告
書
Ｂ
で
申
告�

所

得
金
額
合
計
欄
「
合
計
⑨
」

　

た
だ
し
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

所
得
金
額
か
ら
控
除
し
て
く
だ
さ
い
。

①
雑
損
・
医
療
費
・
小
規
模
企
業

共
済
等
掛
金
控
除�

申
告
額
が
控

除
で
き
ま
す
。

②
障
害
者
、
寡
婦
、
寡
夫
、
勤
労

学
生
控
除�

　

万
円

２７

③
寡
婦
控
除（
特
定
）�

　

万
円

３５

④
特
別
障
害
者
控
除�

　

万
円

４０

⑤
老
人
扶
養（　

歳
以
上
）控
除�

７０

６
万
円

※
②
④
の
障
害
者
・
特
別
障
害
者

控
除
は
、
本
人
や
扶
養
親
族
が
対

象
で
す
。

※
③
は
、
扶
養
親
族
と
な
る
子
が

あ
り
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
以

５００

下
の
場
合
が
対
象
で
す
。
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■
市
の
行
政
相
談

　

５
月
の
相
談
は
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
１
日�
・　

日�
２２

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
北
庁
舎
１
階

相
談
室

●
行
政
相
談
員　
　
　
〈
敬
称
略
〉

大
見 
智  
子 （
新
明
町
／�
〈　

〉３

と
も 
こ

７６

３
２
２
）、�
見 
加
代
子 （
今
本

か　

よ　

こ

町
／�
〈　

〉０
８
０
１
）

９８

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課

●
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談

員　
 
黒 くろ 
柳 

や
な
ぎ 
一  
明 （
小
川
町
／�

か
ず 
あ
き

〈　

〉１
４
８
８
）

９９※
委
嘱
期
間
は
平
成　

年
４
月
１

１９

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
。

２２

３１

■
常
設
相
談
窓
口

●
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行

政
相
談
官
室
／�
　
〈　

〉７
４
１

０５２
９７２

６
／�
　
〈　

〉７
４
１
９
／
ホ
ー

０５２
９７２

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.s
o
u
m

u
.g
o
.jp
/ka
n
ku
/c
h
u
b
u
.h
tm

l

／
メ
ー
ル（
行
政
苦
情　

番
）11

１１０

0
c
yb
3
2
＠
s
o
u
m
u
.g
o
.jp

●
行
政
苦
情　

番
／�
０
５
７
０

１１０

〈　

〉　
０９０
１１０

●
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
／�

　
〈　

〉４
５
２
２

０５２
９６１

該
当
す
る
人
は
５
月
中
に
申
請
を

児
童
手
当
の
手
続
き
の
ご
案
内

春
の
行
政
相
談
週
間
と

さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間

朝夫が行く①�
ゆ�

　

焼
却
炉
潜
入
記

　

３
月
は
じ
め
、
ご
み
焼
却
場

の
ボ
イ
ラ
ー
緊
急
修
理
時
に
、

初
め
て
焼
却
炉
の
内
部
に
入
り

ま
し
た
。 
防  
塵  
服 
に
命
綱
を
つ

ぼ
う 
じ
ん 
ふ
く

け
て
の
潜
入
で
す
。
焼
却
炉
は

３
階
建
て
ビ
ル
ほ
ど
の
高
さ
。

作
業
用
に
足
場
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
焼
却
時
の
温
度
は
約　
９５０

度
。
内
壁
は
耐
火
レ
ン
ガ
で
覆

わ
れ
、「
ク
リ
ン
カ
」
と
呼
ば
れ

る
「
ご
み
の
燃
え
か
す
の
か
た

ま
り
」
が
、
数
十
セ
ン
チ
の
厚

さ
で
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
付
着

し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
ク
リ
ン
カ
が
急

激
に
増
え
、
焼
却
炉
内
の
各
所

が
目
詰
ま
り
を
起
こ
す
ト
ラ
ブ

ル
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
原
因

は
ご
み
の
増
加
、
特
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
ご
み
の
増
加
で
す
。

ボ
イ
ラ
ー
管
の
予
想
外
の
劣
化

も
お
そ
ら
く
こ
れ
が
原
因
。
昨

年
か
ら
、
焼
却
炉
内
の
清
掃
作

業
の
回
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
作
業
員
の
皆
さ
ん
が
、

天
井
の
高
さ
が
１
㍍
も
な
い
よ

う
な
場
所
で
、
防
塵
服
を
着
込

ん
で
体
を
か
が
め
、
こ
び
り
つ

い
た
ク
リ
ン
カ
を
ヘ
ラ
で
懸
命

に
は
が
し
て
い
ま
し
た
。　

分
３０

も
作
業
を
続
け
る
と
フ
ラ
フ
ラ

に
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
作
業

を
数
日
間
。
仕
事
と
は
い
え
、

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

指
定
袋
に
詰
め
て
収
集
場
所

に
出
せ
ば
、
と
り
あ
え
ず
目
の

前
か
ら
ご
み
は
消
え
ま
す
。
で

も
、
焼
却
場
で
う
ま
く
燃
や
せ

な
け
れ
ば
、
ど
こ
か
で
ご
み
が

あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ご
み
を
燃
や
し
て
残
る
焼

却
灰
。
こ
の
処
理
が
ま
た
問
題
。

　

一
部
は
名
古
屋
市
内
の
民
間

施
設
で
さ
ら
に
高
温
で
溶
か
し

て
無
害
化
し
、
敷
石
と
し
て
再

生
利
用
し
て
い
ま
す
。
残
り
は

衣
浦
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
埋

め
立
て
て
い
ま
す
が
、
そ
の
寿

命
は
長
く
て
あ
と
数
年
。
す
べ

て
溶
融
処
理
す
る
と
年
間　

億
３．５

円
も
の
経
費
が
必
要
で
す
。

　

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
み
の

後
始
末
を
し
て
く
れ
る
人
々
、

焼
却
場
や
埋
立
て
処
分
場
な
ど

に
大
き
な
負
担
を
か
け
、
多
額

の
財
政
支
出
を
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
は
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。
何
と
か
し

て
焼
却
ご
み
を
減
ら
せ
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
「
焼
却
炉
潜
入
」
で

し
た
。

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫

広報あんじょう　2007.5.1�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	




�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	



●
応
募
資
格　

愛
知
県
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学（
小
学
生
は
４
年
生

以
上
で
保
護
者
同
伴
）の
人

●
内
容　

安
城
市
内
ま
た
は
碧
南

市
内
で
月
１
回
、
日
曜
日
の
午
後

１
時　

分
か
ら
２
〜
３
時
間
程
度

３０

開
催
予
定

●
応
募
期
間　

５
月
１
日�
〜　
３１

日�●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
事
務
局（
県
知
立

建
設
事
務
所
建
設
第
二
課
企
画
・

調
整
グ
ル
ー
プ
）へ

郵
送�

〒　

―
０
０
２
６
知
立
市

４７２

上
重
原
町
蔵
福
寺　

番
地
、�

�

１２４

（　

）３
２
２
６
、
Ｅ
メ
ー
ル �

a

８２

b
u
-p
a
rk＠
p
re
f.a
ic
h
i.lg
.jp

※
持
参
す
る
場
合
は
市
公
園
緑
地

課
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
同
課
、
ま
た
は

地
区
公
民
館
で
入
手
す
る
か
県
・

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。（
コ
ピ
ー
可
）

●
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
同
事
務
局
で
選
考
を
行
う
予

定
で
す
。問

い
合
わ
せ
▼

県
知
立
建
設
事
務
所
建
設
第

二
課
企
画
・
調
整
グ
ル
ー
プ

／�
〈　

〉３
１
１
１（
代
表
）、

８２市
公
園
緑
地
課

油
ヶ
淵
水
辺
公
園
の
計
画
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

狭狭いい場場所所ででのの清清掃掃作作業業

焼焼却却炉炉内内にに付付着着ししたたククリリンンカカ


